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経済学部・堀ゼミ3年生がお薦めする「経営者が書いた本」（5） 

あなたにも企業は起こせる！ 

 

「企業を起こす。これは、さほど難しくないことである。」と、私の知人の父親からいわれた。彼は、ソフトウェア開発ツールの社長である。

私にとっては、会社を立ち上げると言っても勇気がない。なぜなら経営に対する知識がないからだ。彼は、「自分の好きな分野のスペシャリス

トになりなさい。経営学は後から学べばいい」といった。経営の難しさ、人と仕事していく中での問題点。コミュニケーション能力の大切さ

などを教えてくださった。話を聞く中で経営に興味を持ち始めた。そして、ゼミの授業をしている中でこの著書にであった。 

皆さんの中に自ら企業を起こそうとする人。また、企業経営に興味を持っている人はどのくらいいるだろうか。最近では、学生の内に企業

を立ち上げている若者も見受けられる。しかし、その側ら、会社を立ち上げてもすぐに倒産してしまう企業が沢山ある。知識だけでは経営は

成功しないのだ。経営には、お客様のニーズに答え、人とは違ったアイディアが必要だ。企業と消費者は信頼関係で成り立っている。信頼を

勝ち得るためには一人ひとりが責任感を持って働くことが大切だ。この著書には、成功するための秘訣が書かれている。 

著者は、IBMの改革の柱になっている価値観による経営について、「経営環境に対応し続けることこそが、企業が生き残る唯一の道である」

と述べている。この著書は、サービスやマネイジメントといった企業の重要となるテーマと関連づけてIBMを語っている。 

そして、進化論でも有名なチャールズ･ダーウィンも「最も強いものが生き残るのではなく、最も賢いものが生き残るわけでもない。唯一生

き残るのは変化に対応できるものだけである」と語っている。やはり、名前やブランドだけではなくて、情報や消費者のニーズにいち早く答

え、流行に敏感でなくてはいけないと思う。 

この著書は1章から7章まであり、それぞれの章で著者が異なっている。その中でもお勧めは、生谷吉之氏の第５章である。彼は、営業は

組織戦であり、情報の大切さを語っている。そのなかでも印象に残った言葉が「IBM のようなツールを導入している企業は珍しくない。しか

し、情報は共有することが目的ではなく、共有することで個々人のコラボレーションを実現し、新しい価値を生み出すことになる」である。 

グローバルな時代の中、企業間の競争に勝つには経営の質を高めなければならない。企業という組織で成功するために価値観による経営を

ぜひ学んでほしい。             （評者：里村 哲也） 

 


